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巻 頭 言 

年次大会のコミット事項！ 

公益社団法人

日本技術士会

中部本部三重

県支部（以下三

重県支部）の第

1 回年次大会が

６月２５日、津

市で開催され

ました。 

 

 

 

 

 

図１ 三重県支部会員技術部門内訳 

（正＋準）１５１名 

図２ 三重県支部会員技術部門内訳 

（正会員）１０１名 

 

図３ 三重県支部会員技術部門内訳 

（準会員）４９名 

三重県支部は、日本技術士会会員の三重

県籍（冊子 月刊技術士 PE の送付住所）会

員より構成されます。図１に、三重県支部

会員技術部門の内訳（正会員＋準会員）を
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示します。総勢１５１名で、建設、上下水

道、農業、化学、電気電子、環境、応用理

学、情報工学、金属、衛生工学、生物工学、

航空・宇宙、船舶・海洋、経営工学、水産

の１５部門、そして総合技術監理部門の極

めて多岐にわたる部門より構成されてます。

図２に、正会員の技術部門内訳、図３に準

会員の技術部門内訳を示します。インフラ

系会員が支配的なるも三重県の特徴的産業

分野を背景とした会員より構成されてます。 

課題１ 総勢１５１名の会員、お一人、お一

人の活力を可視化し、結集することにより

三重県支部の活力を引き出すこと。：会員、

お一人、お一人によるプレゼンが不可欠で

す。達成感を味わおうではありませんか。 

 

図４ 会員活動地域別分布 

又、会員は北中部 3 大都市に集中してます

が、南部にも貴重な存在としまして活躍さ

れてます（図４）。さらに２０年後を見据え

ますと４０代、３０代の会員の充実が喫

 

図５ 会員年齢分布 

緊の課題です。 

課題２ 各種連絡は‘同報メール’に依りま

すが、回答を支部長宛て直接 e-mail でいた

だくことにより、相互直接連絡を図る必要

があります。：今回の年次大会は月刊誌‘PE’

に特別に案内を挿入しました。 

 

図６ 合同セミナーの後援２１団体との繋がり 

 

 日本技術士会の方針は、外部機関へのサ

ービスの提供を通して公益社団法人として

の責任を果たし、社会貢献を果たしていく

ことです。昨年１１月に、日本技術士会主

催の‘地域産学官と技術士との合同セミナ

ー’は「エネルギーと環境問題」を主テー

マとしまして四日市市文化会館で開催され

ましたが、三重県支部が準備担当してきた

中で、ご後援２１団体と繋がることができ

ました（図６）。 

課題３ これからの活動は、外部機関へのサ

ービスの提供を同時に実施し、公益社団法

人としての社会貢献を果たして行く必要が

あります。：「例会」→「セミナー」へ 

日本技術士会統括本部―中部本部―三重 

県支部の連携におきまして、組織上の三層

構造が構築され、IPEJ 543-1-2016 

三重県支部の運営における個別事項に関す

る手引き（28．6.25 三重県支部役員会制

定）を制定しました。三重県支部では、上

位組織に対応すべく委員会（図７、表１）
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を創設し、役員の役割を鮮明にしてます。 

   

   図７ 三重県支部における組織体制 

表１ 三重県支部委員会と所掌事項 

 

平成２８年度の基本方針を図８に示しま

す。活動指針は‘外部に開かれた活動の推

進（●）’です。この活動方針を受けた具体 

   
   図８ 三重県支部の基本方針 

 

的活動方針は次のとおりです。 

具体的活動指針 

１）社会貢献を図るために、防災分野はじ

め積極的に技術士活動の紹介を対外へ

行う。 

２）総会１回、例会４回を開催し、各種情

報提供、会員相互の情報交換・親睦を

図る。 

３）会員自身の技術紹介を主とし、外部招

待講演により研修を充実する。  

４）三重県内外企業の工場、工事現場等の

見学会を年２回実施し、見聞・見識を

広げ、かつ深める。 

５）会報の定期発行（年３回）により会員

への情報提供及び会員間の情報交換を

図る。 

６）外部からの技術相談、業務委託に積極

的に対応する。 

７）ホームページを適宜更新し、充実を 

図る。  

８）理科支援特別講義への積極的な参加を

行う。登録者の拡大を図る。 

９）新合格者へのアプローチ及び会員の紹

介等による新会員増強を図る。 

１０）ＩＴ研究会の定着化および推進 

１１）みえテクノロジーカフェの定着化お

よび推進      

以上のとおり掲げました三つの課題は、三

重県支部存続の必要条件ではありますが十

分条件ではないと想定します。そこで中部

本部の基本方針「明るく、楽しく、役に立

つ」技術士会活動により十分条件を充足す

る工夫を考えてみたいと思います。とりわ

け「役に立つ」の処です。本年度に入り、

三重県中小企業団体中央会による補助事業

審査業務を三重県支部で所属会員へ若干名

募集した処、新しく応募された個人事業主

会員がおられ、実務を対応され実績とされ

ました。応募された個人事業主にとり大変

有難いことです。まさに、公益社団法人と

しても「役に立った」事例です。また、イ

 

 
委員会等 所掌事項 対応する中部本部委員会

事務局 運営企画に関する事項 総務委員会

総務委員会 財務会計に関する事項 企画委員会
会規に関する事項
所属会員の管理に関する事項

企画研修委員会 CPD講座推進・技術者倫理に関する事項 研修委員会
講演、IT講座の企画に関する事項
見学会の企画に関する事項

広報委員会 会報企画・編集・発行に関する事項 広報委員会
HP企画・保守・充実に関する事項
会員増強に関する事項

社会貢献委員会 防災支援推進に関する事項 社会貢献委員会
理科支援に関する事項
テクノロジーカフェの企画・運営に関する事項

活用促進委員会 外部依頼業務紹介に関する事項 活用促進委員会
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ンフラ系専門分野の会員におかれましては、

資格自体が役に立ち種々の企業内に長く留

まる会員が多数です。それが却って、技術

士会活動を制約している面が存在すると想

定しますが、役に立っている訳で、全国的

に会員数及び技術士数が多い理由なのです。 

この種の業務紹介を獲得していくには

会員個人が何が得意なのかはじめ周囲に

知らしめる必要があります。そのためには

‘プレゼン’が不可欠と思うのです。それ

にしては、プレゼン依頼に対するレスポン

スが少ないことは残念でなりません。公益

に尽くしてこそ、見返りがあるのです。見

返りだけに拘泥している会員も散見され

ます。多くの会員に役に立つ技術士会活動

を目指して行きますので、ご指導、ご鞭撻

をよろしくお願い申し上げます。以上 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度第２回 

見 学 会 結 果 

日 時 ： 平成２８年 ３月 ４日（金） 

       １０：３０～１６：００ 

参加人数 ： ２４名 

見学場所 

 〔１〕三菱重工業株式会社  

名古屋航空宇宙システム製作所 

     飛島工場 

 〔２〕飛島コンテナ埠頭株式会社 

 

今回の見学会は、全国でも有数の名古屋

港に関連する企業・設備を視察する事とし

ました。１９９０年代初頭に生じた日本の

バブル経済の崩壊とその後の長期的な不

況・デフレ経済ですが、中部地方のモノづ

くり産業を物流面で支える名古屋港のコン

テナターミナルと、その周辺にある航空・

宇宙に関する工場を視察する機会を得まし

た。皆さんの関心が高く、２４名の参加で

した。 

桑名駅西広場に集合して、６台の乗用車に

分乗（別に、現地直行３台）、伊勢湾岸自動

車道経由で飛島へ・・・ 

 

〔１〕 三菱重工業(株) 名古屋航空宇宙シ

ステム製作所の飛島工場は、名古屋港に隣

接する名古屋西部臨海工業地域に１９７９

年に開設した工場で、航空機の部分構造組

立および宇宙機器の製作を行っています。

ＭＲＪの機体構造物の組立工場の整備など

で多忙な最中ですが、丁度 ２月１７日に

Ｈ－２ロケットの３０号でＸ線天文衛星

（ASTRO-H）の打ち上げを成功させて関係

者が一息ついた直後の訪問でした。大野工
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場長から、同事業所の沿革、事業内容など

の概要説明戴いてから、２班に分かれてバ

スで移動、第１工場では、組立作業現場で

Boeing７７７、７８７等の機体構造物を直

近で見る事が出来、その大きさと構造、作

り方などを実物で見る事が出来ました。 

第２工場は、Ｈ－２ロケットの最終組立工

程を視察。現場はクリーンルーム内であり、

上の見学者通路からのガラス窓越しで、案

内者の説明を聞きながらの視察。最新のＨ

－２Ｂロケットの大きさと構造の全体を見

る事が出来、Ｈ－２Ａとの大きさの違いな

どを実感しました。完成したＨ－２は工場

岸壁から、船積み・種子島に直送です。終

了後Ｈ２ロケットの記念品を戴きました。 

 

 

〔２〕 飛島コンテナ埠頭株式会社は、伊

勢湾岸自動車道の飛島ＩＣに近く、総取扱

貨物量約２億トン、輸出額約１１．５兆円、

貿易黒字額約６．７兆円（いずれも平成２

７年確定値）などが日本一の名古屋港で、

５つあるコンテナターミナルの中で最新の

“ＩＴ・自動化コンテナターミナル”です。 

 

同社は、名古屋港モデルバースとして平成

１７年開港、平成２０年に第二バースが完

成、最終的には３つのバースとなる東西 

１０５０ｍ、南北５００ｍの大きな設備で

す。先ずは、同社概要と設備の全容と特徴

などの説明受けした後、管理棟の屋上にあ

る見学コーナから設備システム全体を見な

がら、実稼働中の設備・機器について質疑

を交えながら説明して戴きました。当日は、

お天気最高で港の潮風を肌に感じながら、

名古屋港の眺望も楽しみました。 

 

次に、管理棟内の遠隔操作室を視察です。

無人の自働ＲＴＧ（Rubber Tired Crane）

をモニタ映像で、年中３６５日・昼夜問わ

ず遠隔操作するオペレーションを見させて

戴きました。 
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今回の見学会は、位置的にも近い二か所の

視察をアレンジ出来、内容も濃いモノであ

ったと思います。参加者人数も多かったの

で、効率と安全を配慮して移動方法（バス

利用）等も配慮すべきかと反省する次第で

す。 

    以上 （山口昇吾 記） 

 

 

 

第１９回 

みえテクノロジーカフェ 

有我 明（建設） 

土砂災害のお話  

 日本列島は、４方向から４枚のプレート

が衝突する、世界的にも特異な場所となっ

ています。これらの巨大な力により、日本

列島は破砕されながら、徐々に隆起してい

ます。このため、満身創痍の日本列島は、

巨大地震・集中豪雨などにより、国土の各

所で崩壊します。 

 写真は、1985 年 7 月 26 日に発生した、

長野県の地附山地すべりです。ゆっくりと

動き始めた斜面は、巨大な土の塊となって、 

湯谷団地や特別老人ホーム「松寿荘」を襲

い、64 棟の建物を押しつぶし、26 人の尊い

命を奪う大災害を引き起こしました。 

 地すべりの規模は、長さ 700ｍ、幅 500

ｍ、深さ 60ｍ、という巨大なものでした。 

 すべり落ちた斜面の面積は、東京ドーム

の約 5.4 倍で、土砂の量は、東京ドームの

約 2.9 倍です。大きな土砂の塊が、なんと

も不気味な豪音をとどろかせて、すごい速

度で押し寄せてきました。 

写真は、2008 年 6 月 14 日に岩手・宮城

内陸地震により、宮城県栗駒市で発生した、

荒砥沢地すべりで、長さ 1.3ｋｍ、幅１ｋｍ、

最大すべり面深度が 100ｍに達する巨大地

すべりです。 

地すべり末端は、沢よりすべり面が深く、 

移動岩体は、対岸岩盤に乗り上げ、土石流

となって、ダム湖に突入した。 

 軟質な軽石凝灰岩の上部に、硬質な溶結

凝灰岩が分布する「キャップロック構造」

が、大規模な地すべりが発生する要因とな

りました。 
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 上図は、地球の内部の状況です。中心部

は、核と呼ばれ、ほとんど鉄で構成され、

6000 度もの高温状態で、高圧のため、固体

状になっています。この高温・高圧状態の

ため、地球内部の大部分を占める「マント

ル」には、対流が生じています。マントル

対流は、一年に数センチ程度の速さで、ゆ

っくりと移動しています。地球表面の海洋

地殻は 10 キロ程度の厚さで、このマントル

対流により、ゆっくりと移動しています。

これが、「プレートテクトニクス」です。 

 マントル対流により、全世界は、10 枚程

のプレートで覆われています。 

 上図の矢印は、その移動方向を示してい

ます。インドプレートは、ユーラシアプレ

ートを北東方向に圧縮しています。このた

め、ヒマラヤ山脈が形成されました。 

 約２億年前、地球には、「パンゲア」とい

う、一つの巨大大陸が存在しました。 

 プレートのゆっくりとした移動により、

約２億年もの長い歳月をかけて、アメリカ

大陸など、現在の世界が形成されました。 

 

 日本列島では、太平洋プレートが、ユー

ラシアプレートやフィリッピンプレートの

下に、もぐりこんでいます。 

 これらの巨大な力でもぐりこむプレート

は、あたかもカンナをかけるように、海洋

プレートを削りとり、徐々に持ち上げてい

きます。これを、「付加体（ふかたい）」と 

呼び、日本列島の骨格を形成しています。 

付加体は、巨大な圧力により切削され 

隆起したため、複雑に破砕を受け、変形し

ています。 

このため、日本列島は、まさに満身創痍

の重病人のような、崩壊しやすい軟弱な体

質となっています。 

我々は、巨大地震や、スーパー台風によ

る豪雨時には、これらの状況を十分に認識
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して、斜面の崩壊などに巻き込まれないよ

う、日ごろから、注意していくことが肝要

です。 

 

 

 

第２０回 

みえテクノロジーカフェ 

小林 祥二（建設） 

橋の診断のお話し 

橋の点検はこれまで管理者が判断し実施

することが多かったが、高度成長期のイン

フラの老朽化や中央道笹子トンネル天井版

落下事故をうけて、「道路橋定期点検要領」

（平成２６年６月 国土交通省 道路局）が

設定された。 

この要領で、橋長２ｍ以上の道路橋の定

期点検は、５年に１回の頻度で実施するこ

とや定期点検は、近接目視により行うこと

を基本とすることが規定された。 しかし点

検すべき橋の箇所数は下記のとおり膨大に

なる。 

（定期点検の箇所数） 

◎ 全国            700,000 橋  

（出典：老朽化対策の取り組み（国土交通省）  

◎ 三重県            20,034 橋  

 （道路インフラメンテナンス協議会資料） 

１ 点検で適用する要領 

点検は、三重県橋梁点検要領（案）（平成

２７年９月）に基づいて行う。 

２ 着目すべき点検箇所 

損傷・劣化しやすい箇所を重点的に点検

を行う。着目点 

・桁端部、張出部（水切り部）
・地覆・壁高欄の側面
・ＲＣホロー部（床版厚の減少）
・ＰＣ桁間詰床版部・床版打継部

水の影響を受ける部位→変状が発生しやすい部位

・鋼材溶接部（疲労亀裂）
・鋼橋ＲＣ床版（コンクリートの疲労破壊）
・伸縮装置（衝撃）

繰返し応力を受ける部位→変状が発生しやすい部位

３ 点検による損傷程度の評価 

損傷程度の評価は、構造物の損傷状況毎

に４段階に区分して定めることとする。  

損傷程度評価 一般的状況

OK 損傷なし。または軽微な損傷。

B1 損傷が発生している。

B2 損傷が著しい。

A 損傷が著しく、耐荷力など機能
に支障がある。

 

４ 健全性の診断 

橋梁の健全性診断は、構造物の機能に着

目し、健全性をⅠ～Ⅳの４ランクに診断す

る。 

橋梁の健全性診断は、構造物の機能に着目し、健
全性をⅠ～Ⅳの４ランクに診断する。

損傷評
価区分

健全性診断
（目安）

OK Ⅰ

B1 Ⅱ

B2 Ⅱ～Ⅲ

A Ⅲ～Ⅳ

区分

Ⅰ 健全

Ⅱ 予防保全

Ⅲ 早期措置

Ⅳ 緊急措置

※予防保全：構造物の機能に支障が生じてい
ないが、予防保全の観点から措置を講ずるこ
とが望ましい状態

  

５ 道路橋の定期点検で併せて行うこと 

点検を利用して損傷・劣化を遅らせる処

置を行うことが管理コストの縮減に繋がる

と思います。 

・点検時に保全作業を行う。  

要領には、沓の土砂撤去が記載されている

が 、その他構造物の清掃、鋼橋のタッチア

ップも点検時に行うことが望ましい。  

・鋼橋の発錆箇所に、簡易防水対策（例：

アルミ箔素材の補修用テープ）を行う。  
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・構造物の道路橋仕様書適用年から構造物

の設計・施工の背景を確認する。  

・高度成長期に建設された構造物は、コン

クリートの劣化や経済設計により問題が多

いため、慎重な点検が必要。 

以 上 

 

 

 

平成２８年度 第１回役員会                  

開催日；平成２８年４月９日（土） 

時間；１０：００～１２：００ 

場所；じばさん三重 

出席者：平田、春田、竹居、伊藤、小林、

池田、堀、谷口、森、前田、後藤、西方、

中迎（記） 

【議事内容】 

（１） 一般案件 

①技術相談及び技術士業務紹介システム 

中部本部にて決定された「中部本部外部

依頼対応要領」に則って行うことを確認し

た。 

②会報「技術士みえ」 

支部第３号（累計８１号）を６月に発行

予定。原稿を６月２７日までに支部長に提

出するよう要請があった。 

③みえテクノロジーカフェ問題点 

会場を MG Yokkaichiで定着させる方向性

を確認した。１２月以降の講師は自薦他薦

結果を踏まえ、決定することを確認した。

また講師を会員に限定しないことも検討す

ることとした。 

④見学会計画 ９月 

東海環状自動車道、新名神高速道路、ト

ヨタ車体等を対象として、９月の金曜日に

開催できるよう、担当が交渉することを確

認した。 

⑤会計問題点 

例会ごとに大学の先生に講演をお願いし

ても収支は成り立ちそうであることを確認

した。 

⑥会員動向 

統括本部の Web 名簿では、三重県在住・

勤務＋支部関係者で正会員が６３名である

ことを確認した。 

（２） 県支部設立後対応 

①三重県支部の運営における個別事項に関

する手引き 

文言を修正し、中部本部総務委員会にて

議論してもらうこととした。 

②各委員会内規 

必要に応じて作成していくことを確認し

た。 

③例会等案内の連絡先 

技術士・技術士補・修習技術者等への連

絡は、用途に応じて、最大２４０名程度に

同報メールが可能であることを確認した。

外部団体等への連絡は、産学官で名刺を交

換した団体等から始めることを確認した。 

（３） 年次大会準備 

①平成２８年度年次大会資料（案） 

議事としないことから、「第○号議案」を

（○）とする。平成２７年度事業報告には

「三重県技術士会」の活動も含むことを確

認した。平成２７年度決算報告について、

県支部分（１０月～３月）は統括本部から

決算書が出る見通しである。計画している

県知事訪問時の広報要素として、「技術士に

よる事業化支援」、「防災支援」そして「理

科支援」とする。「理科支援」の広報につき

担当よりプレゼン資料１枚作成する。 

②H28 年度例会・役員会・懇親会分担表確



                           技術士みえ 会報 No. 3(81)                                           

10 

 

認 

来年１月１４日と４月８日の例会の講演

者が未定であり、役員がカバーするか、大

学の先生にお願いする必要があることを確

認した。 

以上 

 

 

 

平成 27 年度第２回例会講演会レジュメ 

（１） 

 「磁気ディスク用ガラス」 

        奥田栄次（化学） 

パソコン等の主要記録媒体であるハード

ディスクドライブ（ＨＤＤ）に使用される

磁気ディスク用ガラスの開発である。 

 

磁気ディスクはアルミ基板とガラス基板

があり、据え置き型のＨＤＤはアルミ製デ

ィスクが多く、ノートパソコンなどモバイ

ル型や車載用などは２．５インチ、１．８

インチのサイズの磁気ディスクで耐衝撃性

の優れたガラスディスクが使われている。 

ＨＤＤを製造している顧客にガラスディ

スクを納入していたところ、主要顧客から

「御社のガラスディスク、次機種までは使

えるが、次々機種では使えなくなる。」と言

われて、急遽対応するための開発に取り掛

かった。 

次々機種認定まであと 1 年程しかない。 

 顧客からの情報では、次々機種条件でド

ライブ評価したが、エラーが増加する。原

因として考えられることは、機種ごとに記

録容量が大きくなり（ビットサイズが小さ

くなり）、ヘッド浮上高さも低くなるためデ

ィスクに要求される特性も厳しくなる。わ

ずかな位置ずれでもエラーになるとのこと

である。ＨＤＤの高性能化に伴うガラスデ

ィスクへの要求特性が厳しくなり、ガラス

ディスクの特性向上が必要となった。 

 解決法は、ガラスの物理的特性を向上（改

善）するための組成改良で、かつ化学的特

性を確保（維持）することである。関係部

門に当事業部としての対応の必要性と今後

の展望を説明し協力を依頼した。 

 研究所での基礎テストから始まり、量試

テストを行い、各特性のチェックをして組

成を絞り込み、テスト生産を実施した。こ

のテスト生産したガラス基板をディスクに

加工して顧客に認定サンプルを提出した。

次々機種認定のタイミングになんとか間に

合った。緊張の１年間だった。 

 その後、順調に製造・販売が継続できた。 

 一方で、半導体メモリー（ＳＳＤ）の性

能向上、コスト低減が進み、ＨＤＤはＳＳ

Ｄに置き換わってきている。ビデオカメラ

等に使用されていた超小型ＨＤＤ（０．８

インチ、１．０インチ、１．３インチのサ

イズ）は、ＳＳＤあるいはメモリーカード

に置き換わり、１．８インチの小型ＨＤＤ

は少しずつＳＳＤに置き換わっている。 

 ＨＤＤメーカーはシェア確保のため更な

る記録容量アップのため技術開発を進めて

いる。高容量磁気記録方式としては、磁場

の漏洩防止のためにトラック間に溝を形成
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して分離するディスクリートトラック媒体

や、ビット単位で格子状に分離したビット

パターンド媒体がある。いずれも微細加工

との組み合わせである。 

また、次世代としては、多層記録媒体が

あり、マイクロ波磁界印加して特定の磁性

体層のみに磁化振動を励起する方式が開発

されている。 

磁気ディスク用ガラスは、ＨＤＤの技術

の進歩に対応できるように特性の向上をし

ていく必要がある。 

 今後の市場動向は、ＨＤＤ，ＳＳＤそれ

ぞれの強みを生かした市場を形成していく

と考えられる。ＳＳＤは、小型・軽量化、

応答速度に強みがある。一方、ＨＤＤは、

記録容量の大きさ、容量単価、信頼性・長

期安定性に強みがある。長期データ保存は

ＨＤＤの方が適している。 

また、それぞれの利点を生かしたハイブ

リッド（複合）型も出てきている。 

 

 

 

平成 27 年度第２回例会講演会レジュメ 

（２） 

水道事業を取り巻く情勢と 

今後の課題について 

森 高広（上下水道） 

 水道水は生活に必要不可欠なものであり、

これまで安定供給のために、整備がなされ、

いまや、普及率は 97%を超えている。水質

の安全面でも「飲める水」を供給している。 

 昭和 30 年代後半からの高度経済成長期

に水道インフラが整備されてきたが、道路

などの公共インフラと同様に、建設のピー

クから 40 年、50 年が経過し、今後、老朽

化が急速に進む傾向となっている。加えて、

日本の社会構造が人口減少時代となり、給

水量の減少とともに料金収入が減少してい

くことが見込まれ、水道インフラを適正に

維持管理し、更新していくことが重要な課

題となっている。 

 水道事業を所管している国の機関は厚生

労働省であり、現在、水道行政がどういっ

たビジョンを描いて、どのような手法を用

いて、こういった課題の解決に向けて進め

ようとしているのかを解説した。 

 厚生労働省では、平成 25 年 3 月に新たに

新水道ビジョンを策定し、水道のあるべき

将来像を示し、具現化していくための方策

を示している。 

 まず、地域の水道ビジョンの策定を促進

させ、都道府県版の水道ビジョンの策定、

また、水道事業体単位での水道事業ビジョ

ンの策定を進めようとしている。地域の水

道事業の将来像を明らかにさせ、水道の需

要者である住民にも分かりやすい形で示し

ていくことが求められている。 

 方策としては、資産管理のためのアセッ

トマネジメントを実施し、将来の更新需要

の見通しと将来の財政収支の見通しを明ら

かにしようというものである。 

 

 

また、食品の安全管理の規格である
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HACCP（Hazard Analysis and Critical 

Control Point）手法を水道水の品質管理に

導入する水安全計画の策定がある。水道水

質基準を達成させ続けるために、事前に危

害事象を把握しておき、対処方法も検討し

ておくというものである。さらに、平成 7

年 1 月の阪神・淡路大震災、平成 23 年 3

月の東日本大震災が発生し、三重県を含む

地域においても東海地震や南海トラフ地震

といった大規模地震の発生が懸念されてお

り、水道施設の耐震化も継続していかなけ

ればならない。 

 

 

 こういった、水道施設の更新、耐震化の

ためには、財源が必要であり、その財源は

住民のみなさまからの水道料金で成り立っ

ているが、現在の料金水準で将来の水道事

業がはたして運営できるのか、料金値上げ

を理解していただけるのかが、大きな課題

である。 

 一方では、スケールメリットを生かすた

め、水道事業の事業統合や広域化が可能な

のかを検討していかなければならない。あ

る水道事業体と隣接する水道事業体との水

平統合、ある水道事業体と水道用水供給事

業との垂直統合、さらには、事業経営権の

民間企業への売却といったコンセッション

方式、第三者委託、ＰＦＩ（Private 

Finance Initiative）の活用など、官官連

携とともに官民連携についても議論がなさ

れていくこととなる。 

 水道水の安定供給のため、さらなる改革

に取り組んでいかなければならない。 

 

 

 

平成 28 年度第１回例会講演会レジュメ 

（１） 

消費者嗜好の変化に柔軟に対応する 

粉体包装技術の追求 

     越智 好高（準会員 経営工学） 

 4 月 9 日第 1 回例会で講演の機会をいた

だき、「消費者嗜好の変化に柔軟に対応する

粉体包装技術の追究」と題して発表させて

いただきました。 

 入社以来、コーヒーに携わってきたこと

もあり冒頭にコーヒーの歴史・産地等基本

知識を紹介し私の務めるコーヒー会社の横

顔をご紹介した上で、自分が主体的に関わ

り進めてきた粉体包装工程の自動化の取り

組み事例を紹介させていただきました。ま

とめとして消費者嗜好に柔軟に対応してい

く上で、①製造現場の小集団改善活動を通

じた高い改善意識・改善能力をベースとし

て②設備メーカーと協働で現場課題を解決

していく良好な WIN-WIN の関係を築いて

いくこと③経営との現場課題に対する意識

統一でスピーディーなディシジョンがされ

ていることが重要でそれが「エンジニアの

役割」と認識していることを伝えました。 

 想像以上に、皆さまから、コーヒーと健

康・保存安定性などへの関心が高くこれか

らも勉強しまた発表させていただく機会が

あれば新しいテーマでチャレンジしたいと
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思っております。 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度第１回例会講演会レジュメ 

（２） 

特別講演概要  

演題：「農村地域における石積みの特徴と災

抑制に関する研究」 

講師：三重大学大学院生物資源学研究科 

准教授 岡島 賢治氏 

 

 講演内容は大きく分けて「石垣の特徴」

と「石垣の災害抑制の研究」の２つの内容

について話していただいた。 

１．石垣の特徴 

 石垣の文化として、石積みの歴史、城郭

と農地石垣、石垣と共に生きるという興味

深い内容であった。 

 石垣が発展したのは鉄器が使われはじめ

てからで、石の加工ができるようになった

からである。 
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石垣技術は平和なときにはあまり進化せ

ず、戦国時代とか天候不順等の要因がある

と進化した。 

 石切道具は現代まで殆ど変わっていない。

明治以降も石垣が主流で、コンクリートが

できるまで主流であった。日本人は石垣と

ともに生きてきた。 

 

 以上、石積みの歴史を俯瞰、農村地域の

石垣と農村との関わりを整理して解説され

た。 

 石垣の機能美として 境界としての石垣、 

石積み技術、素材としての石材についての

解説があった。 

 

 境界として石垣は水平機能と垂直機能が

あり、擁護感と排他感をもたらす。 

  

 石積み技術としては谷積み、布済み、亀

甲積み、往復積み（矢筈積み）がある。お

城、寺社の石垣をみると、その地域の石積

みの特徴や、その地域の石積みの最高技術

を見ることができる。 
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以上、石垣の果たす機能を整理、美しさ

を感じる要因を整理して解説された。 

２．石垣の災害抑制に関する研究 

 果樹園における農地石垣からの流出土砂

量モデル式の開発を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象果樹園における農地石垣からの流出

土砂量モデル式を開発できた。 

 

そして、農地石垣における総流出土砂量

は雨水による流出よりも日常流出分の影響

が大きいことが解った。 

 

 

また、開発した流出土砂量モデル式を用

いて農地石垣の維持管理法を提言できたと

いう内容であった。 
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         （筆責：春田要一）   

 

 

 

会員近況報告 
谷口芳和（電気電子部門） 

 私は、平

成 24 年度

の 2 次試験

にようやく

合格して、

平成25年 3

月に技術士

登録したばかりの新人技術士です。ここま

でたどり着くのに累計 14 回、ほぼ毎年のよ

うに 2 次試験を受験してきましたが、不合

格の連続でした。 

長年業務が忙しく、まともに勉強できなか

ったことを言い訳にしてきましたが、平成

24年 4月に四日市の住友電装を定年退職し

たのをきっかけに、おかげでたっぷり勉強

する時間を頂いたので、この言い訳は通用

しないと覚悟を決め、集中できたのが功を

奏したのかもしれません。 

さっそく平成 25 年 6 月、自宅に「ひかり技

術士事務所」を開設しました。 

社会に光を当てる技術士を目指そうという

思いで命名しました。 

もちろん定年後の嘱託勤務の話もありまし

たが、在職中に業務が縁で知り合ったある

通信 LSI 開発ベンチャー企業からの技術コ

ンサルタントの話もあったので、思い切っ

て退職して、心機一転を目指しました。今

でもこれで良かったと思っています。 

自分の経験から生まれる自由な発想、それ

を実現するための自由な時間が持てること。

そしてその成果が社会の役に立つこと。が

こんなに生きがいにつながるとは当初考え

てもいませんでした。 

今は、週 2 回の大学の非常勤講師（基礎電

気回路、情報演習）、小学校理科実験出前授

業、中小企業補助金審査支援、技術コンサ

ルタントなどを業務としています。 

小学校の理科実験出前授業の時に印象に残

ったエピソードを一つ紹介します。 

ある小学校の電気の理科実験出前授業をし

ていた時に、児童から鋭い質問が出ました。 

「なぜ充電したコンデンサを LED につな

いで点灯しなくなったコンデンサを豆電球

につなぐとまだ点灯するの？」以前に学校

の実験で LED の省エネ効果をみるのに豆

電球と比較する実験で、LED のほうが先に

寿命となってしまい、その充電コンデンサ

を豆電球につないだらまだ点灯したらしい

のです。先生も理由がわからず、その時は

疑問を残したままモヤモヤしていたそうで

す。私は、「それは、LED は順方向降下電

圧が高く、約 2V 以上ないと点灯しないた

め、実験に使っている耐圧 2.5V 程度のコン

デンサでは充電が十分できていないと、す

ぐにこの電圧以下になってしまうためだよ。

これに対して、豆電球にはこのような特性
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がないからだよ。」と答えました。 

児童は納得した様子でした。先生も感心し

て聞いておられました。これぞ技術士の出

番と思った瞬間でした。 

小学校でもまだまだ経験を生かす場は沢山

あります。私は現在、日本技術士会中部本

部と三重県支部の理科支援小委員会に所属

しています。 

もし賛同いただけたらいっしょに理科支援

で社会貢献しませんか。 

 

 

 

「ＩＴ」から「金融」へ 

   氏名 武藤 真一郎（情報工学部門） 

 皆様こんにちは。

ソニー生命保険株

式会社の武藤と申

します。情報工学部

門で何故生命保険

会社？という経歴

ですが、元々は中部を地盤とするＩＴ系の

企業で勤務しておりお客様のネットワーク

構築やパソコン周辺機器などの導入業務に

従事しておりました。そして今から１２年

ほど前に技術士補に合格し三重県技術士会

や中部青年技術士会に入会させて頂きまし

た。その活動の中では例会などを通じて意

識の高い方々とお話させて頂く事でとても

良い刺激を頂き、自分にとってはとても貴

重な数年間を経験させて頂きました。その

後仕事と技術士会活動に精を出しておりま

した矢先に現在の会社からオファーが有り、

色々と考えた末に転職を決意致しました。 

 現在はもっぱらファイナンシャルプラン

ニングの仕事に従事させて頂き、数字に強

い（？）ＦＰとしてお客様の資産運用や相

続、保険などのお力にならせて頂いており

ます。保険はただ入っていれば良いもので

は無く、根拠のある必要保障額と誰の為、

何の目的で入っているかを考える事が大切

と考え日々の業務に邁進しております。 

 またプライベート面では３人の息子（２

歳の長男と０歳の双子）の育児にも関わり

ながら仕事と家庭の両立に励んでおります。 

「ＩＴ」から「金融」に畑が変わり間も

なく１０年が経とうとしていますが引き続

きお客様の為になるご提案をし続けていき

たいと思います。 
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今後の行事予定など 

★見学会★ 

平成２８年度 第１回 

日程：９月 

★みえテクノロジーカフェ★ 

第２２回 

日程：８月２８日（日）10:00-12:00 

場所：四日市一番街「ＭＧ四日市」 

第２３回 

日程：１０月２３日（日）10:00-12:00 

場所：四日市一番街「ＭＧ四日市」 

★セミナー★ 

平成２８年度 第３回 

日程：１０月１５日（土） 

場所：じばさん三重 
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